
第三者評価結果の公表事項 
 

①第三者評価機関名 

一般社団法人 宮崎県社会福祉士会 

 

②評価調査者研修修了番号 

 2017-3 2016-26 

 

③施設の情報 

名称 社会福祉法人浄信会 紙屋保育園：  種別： 保育園 

代表者氏名：池上 由美子  定員（利用人数） ３０ 名 

所在地： 宮崎県小林市野尻町紙屋 2190-2 

TEL： 0984-46-0122 ホームページ：有 

【施設の概要】 

開設年月日： 昭和４４年４月１日 

経営法人・設置主体（法人名等）： 社会福祉法人浄信会 

職員数 常勤職員 ： １２名 非常勤職員： １名 

有資格 

職員数 

保育士  ： １０名  

調理師  ：  ２名  

事務   ：  １名  

  

  

  

  

施設・設備 

の概要 

（居室数）  １１室 （設備等） 

  

  

 

④理念・基本方針 

理念 

人と人のつながりの中で、共に生き、共に敬い、共に支え、育ちあう社会を創ります。 

基本方針 

〇生きとし生けるものすべて願われている命です。人は決して一人では生きていけま 

せん。出遭えたご縁を大切に、共に手を携え、共に支え、育ちあう社会を創っていきま 

す。 

〇私たちは子どもの豊かな未来を担っています。子どもたちひとりひとり違う光を持っ

たかけがえのない存在、その輝きを大切に生きる力を育んでいきます。 

〇私たちは地域の人とのつながりを大切にしながら、地域の人材や自然などを積極的に

活用し保育内容の充実を図ると共に様々な貢献のできる場になっていきます。 

〇私たちは縁あって出遭えた浄信会の仲間です。互いを敬い思いやり、自らを省みなが



ら、互いの成長を通して喜びを分かち合い豊かな人生を歩んでいきます。 

 

⑤施設の特徴的な取組 

保育方針 

〇いのちを大切にする心、思いやり、優しさ、物を大切にする気持ちを育んでいきます。 

〇乳幼児期全体を通して、生きる力の基礎となる３つの資質・能力を育んでいきます。 

〇家庭、職員間、地域との連携をはかりながら、お互いに認め合い、共に育ちあう心を

育んでいきます。 

上記の保育方針を基に保育目標として「一人ひとりの人権を尊重しながら自分で考え

判断し、主体的にあそぶ保育を目指しています。 

 

 

⑥第三者評価の受審状況 

評価実施期間 
令和５年 ４月２７日（契約日）～ 

令和６年 ３月 ８日（評価結果確定日） 

前回の受審時期（評価結果確定年度）          － 

 

⑦総評 

◇特に評価の高い点 

１ 保育士が個別の業務に専念できる「ノーコンタクトの日」を設定し、時間外勤務の

縮減に取り組むとともに、保育士の準職員だけでなく、事務員や調理員も必要に応じ

て保育業務の補助につける仕組みが導入され、職員が働きやすい環境づくりに積極的

に取り組んでいます。 

 

２ 園情報を３ケ月に１回、「地域だより」として地域の関係機関や住民等に配布する

とともに、近くのコンビニストアにパンフレットを置いてもらい、住民が自由に入手

できるようにしています。ホームページでは、写真等を多用してわかりやすく情報提

供し、積極的な広報に取り組んでいます。 

  

３ 自然に恵まれたのどかな環境の中で安心して生活ができています。保育園で栽培し

ている野菜の種類が多く、畑だけでなくプランターにも葉野菜が栽培され、季節の旬

の食材を使って給食の調理や子どもたちがクッキングを実施しています。食育計画と

食育活動を意欲的に取り組んでいます。 

 

４ 子どもの人数が少ないので、異年齢児とも関わりが深く、職員が日常的に子ども一

人ひとりの様子を把握し保育実践していることや、今回の第三者評価の保護者アンケ

ートから子どもたちがのびのびと生活している様子が窺えます。 

 

  



◇改善を求められる点 

１ 長期的見通しに立った事業計画や人材育成方針等の策定について、検討や取組が不

十分です。地域での少子化が進む中で、子どもの入所減が見込まれており、施設のあ

り方や、事業運営の方向性など、具体的に検討を進められることを期待します。 

 

２ 現状は子育て支援事業に限られていますが、地域で唯一の福祉施設として、地域福

祉の向上に積極的な役割を果たすため、地域住民との交流や相談事業などを通じて、

福祉ニーズの把握や福祉に対する理解の促進に取り組まれることを期待します。 

 

３ 年間を通して、外部、内部とも全職員を対象に研修に参加し記録されています。今

後は、復命報告にとどまらず研修等で学んだことを現場の保育に生かせるよう園で学

び合い、保育の質の向上に向けて取り組まれることを期待します。 

 

 

 

⑧第三者評価結果に対する施設のコメント 

 

第三者評価を受審して、自園が取り組まなければならない課題点、改善点等を丁寧に指

導していただき、これから地域の福祉施設としての事業運営に取り組み、より一層地域

に開かれた園づくりに努めたい。 

 

⑨第三者評価結果 

  別紙の「第三者評価結果」に記載している事項について公表する。 

 


